プログラム言語論Ⅱの受講者へ

第2回目のレポートについて

1. レポートで選択できる問題は、


5.2章以降の「練習」（「発展」も含む）（のうちプログラムを作成する問題）


でしたが、p.41の最初の問題（いろいろなパラメータの組み合わせで Dial.java, Spiral.java, LT4.javaの振舞いを試せ）や p.45の最初の問題（いろいろなパラメータで Tree.javaの振舞いを試せ）を選択した人が多数いました。

これらの練習は自分でプログラムを作成しないので範囲外となり、採点の対象となりません。このような練習を選択した人は、代わりの問題を解いて、レポートを追加提出してください。

追加提出をする意志のある人は、3月 6日（金）までに申し出て下さい。

（研究室に不在の場合は、メール(kagawa@ec.kagawa-u.ac.jp)を使うか、

G:\Material\K_kagawa\ProgLang\Mail.htmlにあるフォームを利用してください。）
最終的には3月 18日（水）までに提出してください。

2. 次の人たちはオンライン提出物の一部がないか、壊れています。再度提出してください。


S96E404

Akihiko.*をもう一度提出してください。

S96E441

すべてのファイルをもう一度提出してください。

S96E443

Guruguru.*をもう一度提出してください。

S96E473

Maeda.*を提出してください。

なぜうまく提出できなかったかわからない場合は、友達に尋ねるか、研究室にフロッピーを持参してください。





香川 考司
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